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＊徳島県水産課 

 

 アオリイカSepioteuthis lessonianaは徳島県沿岸において太平洋から播磨灘にかけ連続的に分布し,

沿岸の重要な魚業資源になっている。徳島県において太平洋岸の多くの海域で漁業者自らの手により粗

朶礁が設置されている。このことから,産卵礁の効果的な設置時期を明らかにする目的で卵塊の出現時期

と性状について潜水調査を実施するとともに,産卵時期および孵化時期の推定を行った。また,耐久性の

あるアオリイカ産卵礁を開発する目的で数種の人工魚礁を用いて産卵場や卵塊付着基質について選択性

試験を実施した。さらに,アオリイカの分布や産卵礁の効果把握行うための基礎資料として徳島県におけ

るアオリイカの漁獲動向を把握した。 

 

材料および方法 

  卵塊調査 1990 年 4 月に徳島県海部郡宍喰町那佐地区の入り江と 1991 年 3 月に宍喰漁港周辺に設

置した人工産卵礁について調査を実施した。（図 1）。 

  那佐地区に設置した人工産卵礁は 1000×1000×50mm のコンクリートブロックに鉄筋（直径 13mm,

直径 19mm,高さ 500mm）および FRP 棒（直径 3mm,直径 9mm,高さ 50cm）を 100mm 間隔に 36 本刺したも

のと同ブロックにポリエチレン製中層網篭（東京製鋼 K.K.製アオリイカ産卵礁）を装着したものを用

いた（図 2）。宍喰漁港周辺に設置した人工産卵礁は那佐地区と同様のコンクリートブロックに数種の

ポリエチレン製中層網篭と FRP 棒の間隔が 5cm,10cm,15cm の 3タイプのものを設置した。 

  設置後の産卵状況については毎月 1～2回の割合で SCUBA による観察を行うとともに,産卵礁および

周辺の写真撮影,ビデオ撮影を行った。また,1991 年 6～7 月の産卵盛期に宍喰町周辺海域におけるア

オリイカ卵塊の分布と付着基質の種類を把握する目的で同様の潜水調査を実施した。採集した卵? や

卵塊は,氷蔵後研究室に持ち帰り,10％海水ホルマリンで固定した。卵塊全体を採集したものについて

は卵? 別に卵数を計数するとともに,卵塊当り 2～3 個体の卵? につき,瀬川（1987）に従い発生段階

を決定した。産卵時期,孵化時期の推定にあたっては,飼育実験から得られた胚発生と水温の関係（瀬

川 1987）と海部沿岸海域の経時的な水温データを用いた。 
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図 1 宍喰町周辺におけるアオリイカ産卵場と那佐地区人工産卵礁設置海域 

   

図 2 実験に使用されたアオリイカ人工産卵礁 
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 漁獲統計調査 徳島県における漁獲量の多い太平洋岸の宍喰,鞆浦,牟岐,出羽島,日和佐,由岐,阿

部の 7地区 8漁協のアオリイカの漁法別漁獲量を調べ,月単位に集計した。さらに,月別漁獲量から年

級群毎に月別漁獲個体数を推定した。漁獲個体数の推定においては 1987 年 4 月～1988 年 3 月にかけ

測定された外套背長組成と外套背長－体重関係式から Gauss-Newton 法により von Bertalanffy の成

長式（月齢体重）を求め,その月別平均体重（理論値）を用いて推定した。 

 

結果と考察 

  那佐地区入り江周辺調査 1991 年の那佐地区の人工産卵礁周辺調査では 1990 年には産卵のみられ

なかった st.A や st.C に産卵がみられたが全体的には st.B 地点の産卵が最も早く,卵塊の量も最も多

かった。卵塊は 5月 24日に 19 塊がみられ,6月 6日に 18塊,6 月 27 日に 5塊,8 月 6日に 18塊が確認

された。9月 3日に 5塊が確認されたが,10 月 15 日の調査では調査海域内に卵塊の存在が認められな

かった。 

  宍喰漁港周辺調査 1991 年 3 月に設置された宍喰漁港周辺では 6 月 26 日に 5cm 間隔の FRP 礁に,8

月 6日には 5cm 間隔の FRP 礁とポリエチレン製中層網篭内部への産卵が認められた（写真 1,2）。特に

5cm間隔のFRP礁については中央基部に産卵がみられ,親イカの体幅に比べ非常に狭い空間で産卵がな

されたのは興味深いところである。また,10cm および 15cm 間隔 FRP には全く産卵が認められなかった

ことから,親イカは敢えて 5cm 間隔の FRP 礁を選択したものと考えられる。選択要因については,卵塊

の保護や水中照度などが考えられるが明かではない。また,全体的に那佐地区入り江の産卵礁と比較

して宍喰漁港周辺の人工礁の産卵量非常に少なかった。 

  宍喰町周辺調査 1991 年 6,7 月に宍喰町周辺における卵塊分布調査を実施した。その結果濃密な産

卵場として宍喰漁港東部のシシガばえ周辺のイソバナ群落（水深 8～14m）と竹ヵ島港周辺のアマモ場

（水深 3～8m）が確認された（写真 3,4）。これまでの調査で確認されている那佐湾や那佐地区入り江

産卵場と併せて考えると濃密な産卵場は全て入り江や内湾の静穏域であった。また,その他の海域で

卵塊付着基質になる適当な海藻（草）やサンゴの存在はみられなかった。 

  産卵期・孵化時期の推定 1989～1991 年に採集された卵塊の推定産卵日と推定孵化日を旬別に示した

（図 3）。推定された産卵期間は,1989 年が 5 月中旬～7 月下旬,1990 年が 5 月下旬～10 月下旬そして

1991 年が 4 月下旬～8 月下旬であった。産卵盛期は,1989 年が 5 月下旬,6 月上下旬,1990 年が 5 月下

旬,6 月下旬,7 月上旬そして 1991 年が 5 月下旬,6 月下旬,7 月中下旬と推定された。1989～1991 年の

3 ヵ年を通して推定された産卵期間は 4 月下旬～10 月上旬の約 6 ヵ月間におよび,その盛期は 5 月下

旬～7月下旬の約 3ヵ月間と推定された。 

  推定された孵化期間は,1989 年が 6月下旬～8月下旬,1990 年が 6月中旬から 10月下旬そして 1991

年が 6 月上旬～9 月下旬であった。孵化盛期は,1989 年が 7 月上下旬,1990 年が 6 月下旬,8 月上旬そ

して 6 月下旬,7 月上旬,8 月中旬と推定された。3 ヵ年を通して推定された孵化期間は,6 月上旬～10

月下旬の約 5ヵ月間で,その盛期は 6月下旬～8月中旬の約 2ヵ月間と推定された。このことから産卵

期間よりも孵化期間の方が約 1ヵ月短かった。また,年によって産卵,孵化期間やそれらの盛期に差が
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みられた。 

 

   

図 3 宍喰町那佐地区入り江周辺におけるアオリイカ卵塊の産卵と孵化の旬別変化 

 

  徳島県太平洋岸における漁獲量 太平洋岸の 7地区 8漁協の小型定置網,大型定置網,釣の漁法別漁

獲量を調べた（図 4,表 1～3）。太平洋岸の定置網においては阿部,由岐地区など北部域の漁獲量は少

ないが,宍喰,牟岐の南部域の漁獲量は多かった。このことから太平洋岸においても南部の方が分布量

が多いものと考えられた。定置網では標本船日誌同様周年漁獲がみられるが,10 月～12月の新規加入

時に漁獲の増加傾向がみられ,1～4月の低水温時に減少傾向を示すとともに,5,6 月の産卵開始時期に

再び増加し,以後 8,9 月の世代交代時期まで漸減傾向を示した。釣においても定置網同様ほぼ周年漁

獲がみられるが,10～1 月期の新規加入群の漁獲が中心となっている。5～7 月期にも産卵群の漁獲が

認められるが定置網と較べて 10～1月期の新規加入群の比重が大きいのが特徴である。定置網と釣の

合計値でみた場合は定置網の割合が大きいことから,定置網とほぼ同様の漁獲パターンを示した。 

  徳島県太平洋岸における 6 地区 7 漁協の定置網の年間漁獲量は 37～57 ㌧,釣で 8～24 ㌧,合計で 49

～74 ㌧であった。実際には,漁獲量が未把握の漁協が 6漁協存在することや遊漁による漁獲,漁獲物の

自家消費が存在することから,実質的な漁獲量はこれよりも多いもの思われる。しかしながら,アオリ

イカの主要水揚げ漁協の漁獲量を把握していることから,標本抽出率を 0.8 と仮定すると徳島県太平

洋岸における漁獲量は 60～90 ㌧と推測された。 
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図 4 徳島県海部沿岸におけるアオリイカ月別漁獲量 

 

表 1 海部沿岸標本 7漁協における定置網によるアオリイカ漁獲量（単位：kg） 
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表 2 海部沿岸標本 7漁協における釣によるアオリイカ漁獲量（単位：kg） 

   

 

表 3 海部沿岸標本 7漁協におけるアオリイカ漁獲量（単位：kg） 

   

 

 年級群別漁獲個体数 これまでの調査から,8,9 月に世代交代がみられることから,10 月を加入開始月

と仮定して1987年4月～1988年3月の漁獲物の平均体重から年級群別月別漁獲個体数を求めた（表4,5）。

なお,8,9 月には産卵群と新規加入群がともに漁獲されるが,新規加入群のサイズが小さく,量的に少な

いことから,8,9 月の漁獲は産卵群とみなした。推定した年間漁獲個体数は 12～22 万個体で

1985,1986,1989 年級群は比較的好漁であったのに対し,1987,1988,1990 年級群は不漁であった。漁獲個

体数で表示した場合,加入時の平均体重が小さいことから,10～12 月の漁獲個体数が多いのに対し,産卵

群の漁獲個体数は少なく算定された。また,新規加入群の漁獲個体数が調査年により不安定であるのに対

し,産卵群の漁獲個体数は比較的安定していた。各年級群の漁獲豊度を決定する要因として,水温,黒潮分

支流の派生状況,降水量,波浪の影響などが考えられるが,今後の研究課題としたい。 
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表 4 海部沿岸標本 7漁協におけるアオリイカ月別漁獲個体数 

   

 

表 5 海部沿岸標本 7漁協におけるアオリイカ年級群別月別漁獲個体数 
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写真 1 宍喰漁港周辺に設置された FRP 棒   写真 3 宍喰町シシガばえ周辺のイソバ 

アオリイカ産卵礁（棒間隔 5cm）に     ナ群落に産みつけられたアオリイ 

産みつけられた卵塊            カ卵塊 

 

      

写真 2 宍喰漁港周辺に設置されたポリエ   写真 4 宍喰町竹カ島港周辺のアマモ場 

チレン中層網籠礁内部に産みつけら      に産みつけられたアオリイカ卵塊 

れたアオリイカ卵塊 

 

 


